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背景・目的 
　エッグドロップから衝撃吸収ついて興
味を持ち、近年、フリマアプリの普及に
伴い、緩衝材の需要が高まっているこ
とに着目したところ、現在よく使われて
いる緩衝材は石油由来のものが多い
と感じたため、それ以外で環境に優し
い素材から緩衝材を作りたいと考え
た。　

研究の方法 
◎用意するもの
　・WATCHLOGGER(衝撃値測定用)
　・ダンボール(27cm×38cm×24cm)
　・おもり(20ｇ)
　・緩衝材(気泡緩衝材/
　　エアクッション/発泡緩衝材/
　　バラ緩衝材/バイオプチ/細断紙/
　　古紙/ストーンペーパー/
　　ウッドチップ/木毛)
　①ダンボールに緩衝材を入れ、
　　LOGGERを箱の中心位置に設置、
　　中の緩衝材が100ｇになるよう
　　に調整をする。
　②ダンボールをテープでとめ、地面
　　から高さ60cmで落下させる。
　　これを各緩衝材ごとに50回ずつ試
　　行する。
　③衝撃値のデータをスプレッド
　　シートに入力し各素材の結果を
　　比較する。

考察
　石油由来でない緩衝材でも、石油由来
のものと同じように製品を守ることがで
きる。また、表面が柔らかく、詰めたとき
に空間ができるものが、より衝撃を吸収
しやすいと考えた。

今後の展望
　どんな特徴を持つ緩衝材が衝撃を抑
えるのに向いているか、予想を立てるこ
とができたので、今は緩衝材としてあま
り注目されておらず、環境にも優しい素
材で、この特徴に当てはまるものがない
かを調べたい。
　また、衝撃を吸収できた条件を組み合
わせて、今あるものからより良い緩衝材
を作れるのか調べたい。
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すでに分かっていること
　中間発表時点の実験から、素材・形
状によって緩衝力に違いがあることが
分かった。

仮説
　環境に優しい素材と石油由来で製品
で緩衝力に差がある

結論
　結果から、最も衝撃を抑えられたのは
古紙で、素材・形状によって緩衝力に違
いが見られた。

班番号：D3　　　分野：化学

結果


